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センサの受感表面には二つのグリッド状の電極が配置されています。センサは、表面の水センサの受感表面には二つのグリッド状の電極が配置されています。センサは、表面の水

滴の存在によって発生する、二つの電極間の誘電率の変化を検出します。この原理の採滴の存在によって発生する、二つの電極間の誘電率の変化を検出します。この原理の採

用により、ＨＤ３９０１は、従来の二電極間で測定可能な水滴（最小サイズ）を必要とした抵用により、ＨＤ３９０１は、従来の二電極間で測定可能な水滴（最小サイズ）を必要とした抵

抗や伝導率の原理に基づくセンサとは異なり、微小な水滴でも検出することが可能です。抗や伝導率の原理に基づくセンサとは異なり、微小な水滴でも検出することが可能です。

受感表面の構成材料や白色は、できる限り信頼できる方法で、本当の葉の熱・放射特性受感表面の構成材料や白色は、できる限り信頼できる方法で、本当の葉の熱・放射特性

を模擬するために選ばれたものです。を模擬するために選ばれたものです。

アナログ電圧出力０.５～３.０Ｖは湿り度合０～１００％に相当します。湿り度合（％）はセンサアナログ電圧出力０.５～３.０Ｖは湿り度合０～１００％に相当します。湿り度合（％）はセンサ

の総面積に対して、どれだけの面積が水分を帯びているかを示します。の総面積に対して、どれだけの面積が水分を帯びているかを示します。

データロガーに葉表面、裏面のアナログ出力を入力、記録し、モニタすることによって、葉データロガーに葉表面、裏面のアナログ出力を入力、記録し、モニタすることによって、葉

の湿り度合の推移を分析、調整することができます。の湿り度合の推移を分析、調整することができます。

センサは特別なメンテナンスを必要としません。駆除剤や、センサの測定を変質させる可センサは特別なメンテナンスを必要としません。駆除剤や、センサの測定を変質させる可

能性のある空気中の物質の蓄積を避けるため、水や中性洗剤によるセンサの定期的なク能性のある空気中の物質の蓄積を避けるため、水や中性洗剤によるセンサの定期的なク

リーニングをお薦めします。リーニングをお薦めします。

センサのケーブルをアナログ入力のデータロガーまたは測定器に接続し、下図に従ってセセンサのケーブルをアナログ入力のデータロガーまたは測定器に接続し、下図に従ってセ

ンサの電源を供給します。ンサの電源を供給します。

■外形寸法外形寸法

■メンテナンスメンテナンス

葉表面水分センサＨＤ３９０１はその受感表面の水滴を検出するセンサで、葉表面水分センサＨＤ３９０１はその受感表面の水滴を検出するセンサで、

葉の熱力学的な作用を極めて精度の高い方法で再現するために設計さ葉の熱力学的な作用を極めて精度の高い方法で再現するために設計さ

れています。葉の湿り度合いは、農業や園芸分野において、一般的に葉にれています。葉の湿り度合いは、農業や園芸分野において、一般的に葉に

水滴のある植物や穀物に害を与えかねないカビや菌感染を避けるための、水滴のある植物や穀物に害を与えかねないカビや菌感染を避けるための、

最も適切な殺菌・消毒処理を決める上で基本的な情報です。最も適切な殺菌・消毒処理を決める上で基本的な情報です。

センサの表裏受感表面により、葉の表面と裏面両方の湿り度合いを検出センサの表裏受感表面により、葉の表面と裏面両方の湿り度合いを検出

することが可能で、これは、葉の表面と裏面の乾燥時間が異なるため、重することが可能で、これは、葉の表面と裏面の乾燥時間が異なるため、重

要な特長です。要な特長です。

センサの長期使用を保障するため、センサの表面には、大気や農薬に含センサの長期使用を保障するため、センサの表面には、大気や農薬に含

まれる化学的作因に耐えられるよう、特別な処理が施されています。樹脂まれる化学的作因に耐えられるよう、特別な処理が施されています。樹脂

製の密封されたハウジングに内蔵されている回路部は高い水分の環境に製の密封されたハウジングに内蔵されている回路部は高い水分の環境に

おいても、信頼性の高い測定を可能にしています。ＨＤ３９０１は工場でのおいても、信頼性の高い測定を可能にしています。ＨＤ３９０１は工場での

校正後に出荷されますので、ユーザーによる校正は必要ありません。電源校正後に出荷されますので、ユーザーによる校正は必要ありません。電源

電圧はＤＣ５～１８Ｖ、出力はＤＣ０.５～３.０Ｖのアナログ電圧、ケーブル長電圧はＤＣ５～１８Ｖ、出力はＤＣ０.５～３.０Ｖのアナログ電圧、ケーブル長

は５ｍまたは１０ｍです（ご注文時要指定）。は５ｍまたは１０ｍです（ご注文時要指定）。

■静電容量方式による高精度測定、表裏各面アナログ電圧出力静電容量方式による高精度測定、表裏各面アナログ電圧出力
■葉との疑似性が高く、長期信頼性の高い製品設計葉との疑似性が高く、長期信頼性の高い製品設計

ＨＤ３９０１.５ＨＤ３９０１.５ 葉表面水分センサ、ＤＣ０.５～３.０Ｖアナログ出力（表裏各葉表面水分センサ、ＤＣ０.５～３.０Ｖアナログ出力（表裏各
受感面ごとに１出力）、４極切放し５ｍケーブル付受感面ごとに１出力）、４極切放し５ｍケーブル付

ＨＤ３９０１.１０ＨＤ３９０１.１０ 葉表面水分センサ、ＤＣ０.５～３.０Ｖアナログ出力（表裏各葉表面水分センサ、ＤＣ０.５～３.０Ｖアナログ出力（表裏各
受感面ごとに１出力）、４極切放し１０ｍケーブル付受感面ごとに１出力）、４極切放し１０ｍケーブル付

測定原理測定原理 静電容量方式静電容量方式

測定範囲測定範囲 ０～１００％葉面湿り度０～１００％葉面湿り度

精度精度 ±５％±５％

供給電源供給電源 ＤＣ５～１８ＶＤＣ５～１８Ｖ

消費電流消費電流 ＜１ｍＡ＜１ｍＡ

アナログ出力アナログ出力 ＤＣ０.５～３.０ＶＤＣ０.５～３.０Ｖ

動作温度範囲動作温度範囲 -３０～＋６０℃-３０～＋６０℃

外形寸法外形寸法 ６１×１１５×１１ｍｍ（ケーブルを除く）、厚み１.６ｍｍ６１×１１５×１１ｍｍ（ケーブルを除く）、厚み１.６ｍｍ

ケーブルケーブル ４極切放しケーブル、長さ５ｍまたは１０ｍ（ご注文時指定）４極切放しケーブル、長さ５ｍまたは１０ｍ（ご注文時指定）

重量重量 約１００ｇ（５ｍケーブルを含む）約１００ｇ（５ｍケーブルを含む）

保護等級保護等級 ＩＰ６７ＩＰ６７

■センサの取付けセンサの取付け

センサＨＤ３９０１は植物の葉群れの中（最適な位置は植物の種類によりますが、望ましセンサＨＤ３９０１は植物の葉群れの中（最適な位置は植物の種類によりますが、望まし

い位置は葉群れの外側の層です）に設置するか、耕作・栽培域近くの気象ステーションい位置は葉群れの外側の層です）に設置するか、耕作・栽培域近くの気象ステーション

のマストにも固定できます。センサをその受感部を上に向けて置き、ケーブル近くにある樹のマストにも固定できます。センサをその受感部を上に向けて置き、ケーブル近くにある樹

脂製サポートの二つの穴を使って、クランプまたはネジで固定します。脂製サポートの二つの穴を使って、クランプまたはネジで固定します。

二つの受感表面の一つは、センサ先端部の穴の近くＨ（ｈｉｇｈ）シンボルで識別されてい二つの受感表面の一つは、センサ先端部の穴の近くＨ（ｈｉｇｈ）シンボルで識別されてい

ます。二つの受感表面は機能的には同一ですが、二つの面をどのように配置していたかをます。二つの受感表面は機能的には同一ですが、二つの面をどのように配置していたかを

承知しておくために、Ｈシンボルを上に向けておくと便利です。承知しておくために、Ｈシンボルを上に向けておくと便利です。

水滴や雨水が受感表面に滞留することのないよう、また、センサが調査中の耕作・栽培の水滴や雨水が受感表面に滞留することのないよう、また、センサが調査中の耕作・栽培の

植物の葉の実際の状態を模擬するよう、センサは地面に対して３０～４５°傾斜させなけれ植物の葉の実際の状態を模擬するよう、センサは地面に対して３０～４５°傾斜させなけれ

ばなりません。気象ステーションに取り付ける場合は、センサを適切な角度の支持具に固ばなりません。気象ステーションに取り付ける場合は、センサを適切な角度の支持具に固

定して下さい。センサが葉々や枝、その他の物体と接触しないよう注意して下さい。定して下さい。センサが葉々や枝、その他の物体と接触しないよう注意して下さい。

■テクニカルデータテクニカルデータ

■ご注文コードご注文コード

■動作原理動作原理

葉表面水分センサ葉表面水分センサ
表裏両面測定・個別アナログ出力表裏両面測定・個別アナログ出力  HD3901 HD3901


